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Selective Trapping of Fluorescent Dye Aggregates based on Plasmonic Optical Tweezers. 
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【緒言】共鳴光を照射したプラズモニックナノ構造体に発生する増強輻射力を利用すると、溶液

中に分散するナノ粒子をナノ構造体近傍で光捕捉できる [1]。我々は、このプラズモン光ピンセッ

トを用いた分子マニピュレーション法の実現を目指し研究を進めてきた。本手法はプラズモンに

よる増強輻射力に基づいている。そのため捕捉対象物の分極率、すなわちナノ粒子を構成する分

子の配向が捕捉挙動に鋭敏に反映すると考えられるため、分子配向の差異によって選択的にナノ

粒子を捕捉することが期待できる。そこで本研究では、分子配向の異なる 2 種類の色素会合体の

プラズモン光捕捉の実証を試みた。 

 

【実験】プラズモン基板として、近赤外領域にプラズモン共鳴波長を有する金ナノピラミッドダ

イマーが規則配列したガラス基板を使用した。捕捉対象として蛍光性ナノ粒子であり分子配向の

異なる J会合体（蛍光極大波長 560 nm）と H会合体（蛍光極大波長 580 nm）が混在した水溶液

を用い[2]、捕捉挙動を顕微蛍光分光法により追跡した。 

 

【結果と考察】プラズモン励起に伴う蛍光強度の増加は、プラズモン光ピンセットによる色素会

合体の捕捉を示している。さらに、J 会合体および H 会合体由来の蛍光強度の比をとると、光捕

捉時の J 会合体由来の蛍光強度は H 会合体よりも高くなることが分かった。この結果は、J 会合

体がH会合体よりも効率良く捕捉されたことを示

唆している。このような捕捉効率の差は、Jおよび

H 会合体中の分子配向の差に起因していると考え

られる。以上より、本研究では会合体中の分子配

向に基づく、プラズモン光ピンセットを用いた分

子会合体の選択的捕捉をはじめて実現した (Fig. 

1)。 
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1119. Fig. 1 Schematic illustration of selective trapping of 
dye aggregates based on plasmonic optical trapping. 
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